
平
成
十
九
年 

 

一
、
市
町
村
史
・
地
区
史 

市
史
で
は
、
坂
井
市
が
旧
坂
井
町
内
の
文
化
財
や
集
落
誌
の
内
容
を
ま
と
め
た
『
新
修

坂
井
町
誌
通
史
編
』
を
発
行
し
た
。
こ
れ
は
二
〇
〇
五
年
の
資
料
編
に
続
く
も
の
で
、
新

資
料
や
最
新
の
研
究
成
果
を
加
え
体
系
的
に
編
集
し
、「
歴
史
」「
考
古
資
料
・
文
化
財
・

民
俗
」「
集
落
誌
」
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

 

町
史
で
は
、
美
浜
町
が
町
誌
の
七
冊
目
『
わ
か
さ
美
浜
町
誌 

記
す
・
遺
す
』
と
題
し
、

町
内
に
残
る
古
文
書
を
解
説
し
、
中
世
か
ら
近
代
ま
で
の
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
ま
と
め

た
。
同
じ
く
美
浜
町
か
ら
、
美
浜
文
化
叢
書
刊
行
会
が
浅
妻
正
雄
の
著
書
を
再
編
集
し
、

集
落
に
関
す
る
年
中
行
事
や
風
俗
、
古
文
書
か
ら
み
た
歴
史
、
集
落
に
伝
わ
る
昔
話
や
遊

び
な
ど
を
紹
介
し
た
冊
子
『
わ
か
さ
美
浜
ふ
る
さ
と
散
歩
』
を
発
行
し
た
。
清
水
町
が
『
清

水
町
史
続
巻
用
中
近
世
資
料
第
四
輯
』
を
発
行
し
た
。 

地
区
史
で
は
、
福
井
市
円
山
公
民
館
が
住
民
四
十
人
が
執
筆
に
携
っ
た
手
作
り
の
地
区

史
『
円
山
地
区
の
昔
と
今
―
円
山
東
村
誕
生
か
ら
ー
』
を
発
行
し
た
。
福
井
市
啓
蒙
公
民

館
は
地
区
の
歴
史
や
風
習
、
昔
話
な
ど
を
小
学
校
高
学
年
に
も
読
み
や
す
い
文
章
で
ま
と

め
た
地
区
史
『
ふ
る
さ
と
啓
蒙
』
を
発
行
。
他
に
殿
下
地
区
の
歴
史
や
伝
承
芸
能
等
を
ま

と
め
た
『
殿
下
の
里
探
訪
記
』（
中
村
准
著
）、
福
井
市
豊
公
民
館
が
『
豊
地
区
誌
』（
増
永

迪
男
・
中
島
美
千
代
共
著
）
福
井
市
日
新
公
民
館
が
『
日
日
に
新
た
に
ー
日
新
三
十
年
の

あ
ゆ
み
ー
』（
日
新
地
区
三
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
）
を
発
行
し
た
。
大
野
市
で
は
、

南
新
在
家
地
区
の
歴
史
を
ま
と
め
た
冊
子
『
わ
が
郷
南
新
在
家
の
歴
史
』（
松
田
政
治
著
）

や
、
大
野
市
内
の
峠
道
に
現
在
も
残
さ
れ
て
い
る
石
仏
や
史
跡
の
写
真
も
盛
り
込
み
史
実

を
ま
と
め
た
『
大
野
歴
史
の
道
』（
小
倉
長
良
著
）
が
発
行
さ
れ
た
。
越
前
市
の
南
中
山
地

区
は
史
跡
や
伝
統
行
事
を
再
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
冊
子
『
南
中
山
の
み
ど
こ
ろ
』（
南
中

山
地
区
治
自
治
振
興
会
編
）
を
発
行
し
た
。
勝
山
市
の
国
史
跡
平
泉
寺
の
千
年
に
お
よ
ぶ

歴
史
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
漫
画
本
『
白
山
平
泉
寺
物
語
』
が
発
行
さ
れ
、
永
平
寺

町
で
も
『
相
槻
―
上
相
月
区
誌
―
』（
上
相
月
区
誌
編
纂
委
員
会
編
）
が
発
行
さ
れ
た
。 

二
、
各
時
代
史 

 

遺
跡
調
査
発
掘
関
係
資
料
と
し
て
は
、
福
井
県
か
ら
『
福
井
県
発
掘
調
査
報
告
会
資
料 

第
二
十
一
回
』『
吉
野
堺
遺
跡
』（
福
井
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
編
）、『
特
別
史
跡

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
九
』（
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
編
）、

福
井
市
か
ら
『
免
鳥
古
墳
群
』（
福
井
市
教
育
委
員
会
編
）、
あ
わ
ら
市
か
ら
『
南
稲
越
遺

跡
』（
あ
わ
ら
市
教
育
委
員
会
編
）
小
浜
市
か
ら
『
小
浜
市
重
要
遺
跡
確
認
調
査
報
告
書
１
』

『
同
２
』（
小
浜
市
教
育
委
員
会
編
）、
南
越
前
町
か
ら
『
史
跡
杣
山
城
跡
３
―
居
館
跡
発

掘
調
査
概
要
報
告
書
―
』（
南
越
前
町
教
育
委
員
会
編
）
が
発
行
さ
れ
た
。 

 

古
代
史
で
は
平
成
十
九
年
に
即
位
千
五
百
年
を
迎
え
た
継
体
天
皇
に
関
す
る
出
版
が
昨

年
に
引
き
続
き
相
次
い
だ
。
こ
し
の
都
千
五
百
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
が
四
回
シ

リ
ー
ズ
で
行
っ
た
記
念
講
演
会
の
記
録
集
『
継
体
大
王
ロ
マ
ン
を
語
る
！
』
を
発
行
、
坂

井
市
三
国
町
の
池
上
自
治
会
は
集
落
内
に
あ
り
継
体
天
皇
を
ま
つ
る
伊
伎
神
社
と
継
体
天

皇
と
の
い
わ
れ
を
紹
介
す
る
小
冊
子
『
伊
伎
神
社
と
継
体
天
皇
』
を
発
行
、
昭
和
十
年
に

郷
土
史
研
究
者
と
し
て
も
名
高
か
っ
た
石
橋
重
吉
が
出
版
し
た
『
繼
體
天
皇
と
越
前
』
が

地
元
の
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
手
に
よ
っ
て
復
刻
さ
れ
た
。『
味
真
野
郷
と
周
辺
の
継
体

天
皇
伝
承
』（
味
真
野
史
跡
保
存
会
編
）
は
伝
承
の
地
な
ど
五
十
一
箇
所
を
詳
細
に
紹
介
、

継
体
天
皇
ゆ
か
り
の
地
花
筐
自
治
会
で
は
一
九
八
四
年
に
作
成
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
粟

田
部
史
跡
ガ
イ
ド
男
大
迹
部
の
里
』
を
一
新
し
た
。
福
井
市
郷
土
歴
史
博
物
館
の
特
別
展

の
図
録
『
古
典
が
語
る
継
体
天
皇
』
は
日
本
書
紀
、
古
事
記
の
継
体
天
皇
関
係
の
部
分
の

現
代
語
訳
や
参
考
資
料
を
収
録
し
た
継
体
天
皇
を
学
ぶ
の
に
役
立
つ
一
冊
と
な
っ
た
。
福

井
新
聞
社
は
『
大
王
が
ゆ
く 

継
体
天
皇
即
位
千
五
百
年
』
と
し
て
半
年
間
の
新
聞
連
載

記
事
を
中
心
に
一
冊
に
ま
と
め
た
。
ま
た
『
継
体
天
皇
と
即
位
の
謎
』〈
大
橋
信
弥
著
〉
は
、

継
体
は
近
江
で
生
ま
れ
越
前
で
育
っ
た
と
い
う
「
日
本
書
紀
」
の
記
述
が
信
頼
で
き
る
と

の
立
場
か
ら
福
井
県
内
の
史
跡
や
豪
族
の
動
向
に
も
詳
し
く
触
れ
な
が
ら
実
像
に
迫
っ
て

い
る
。
県
は
継
体
天
皇
の
生
い
立
ち
や
業
績
を
な
ど
を
照
会
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
継
体
大
王
物



語
』
を
制
作
し
県
内
小
・
中
学
校
に
配
布
し
た
。
他
に
は
大
野
市
歴
史
博
物
館
の
岩
井
孝

樹
館
長
が
泰
澄
大
師
や
平
泉
寺
を
等
の
研
究
を
ま
と
め
た
論
文
「
泰
澄
と
白
山
越
前
修
験

道
」
を
執
筆
。 

 

中
世
で
は
美
浜
町
文
化
財
保
護
・
町
誌
編
纂
室
は
国
吉
城
址
周
辺
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
『
佐
柿
国
吉
城
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』
の
刊
行
を
開
始
し
、『
佐
柿
国
吉
城
を
歩
こ

う
』『
佐
柿
国
吉
城
『
戦
』
物
語
』
を
発
行
。 

近
世
で
は
、
福
井
市
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
語
り
部
」
が
江
戸
時
代
の
福
井

御
城
下
に
あ
っ
た
が
、
戦
災
や
震
災
な
ど
で
忘
れ
ら
れ
て
三
十
三
ヶ
所
観
音
霊
場
を
調
査

し
『
福
井
御
城
下
三
十
三
ヶ
所
観
音
霊
場
』
を
発
行
し
た
。
福
井
藩
校
・
明
道
館
に
注
目

し
て
近
代
教
育
は
幕
末
・
維
新
期
を
と
お
し
て
成
立
し
た
と
す
る
研
究
を
ま
と
め
た
『
幕

末
維
新
期
に
お
け
る
教
育
の
近
代
化
に
関
す
る
研
究
―
近
代
学
校
教
育
の
生
成
過
程
―
』

（
熊
澤
恵
理
子
著
）
が
発
行
さ
れ
た
。 

現
代
で
は
、
敦
賀
市
が
杉
原
千
畝
の
「
命
の
ビ
ザ
」
で
敦
賀
市
に
上
陸
し
た
ユ
ダ
ヤ
難

民
の
行
動
や
市
民
と
の
交
流
な
ど
足
跡
を
ま
と
め
た
『
人
道
の
港
敦
賀
』
を
発
行
。
ま
た

同
市
の
郷
土
史
研
究
グ
ル
ー
プ
「
つ
る
が
女
性
史
の
会
」
が
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
た

敦
賀
の
女
性
た
ち
の
歩
み
を
ま
と
め
た
『
女
の
く
ら
し
こ
の
百
年 
次
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
』
を
発
行
し
た
。 

三
、
各
分
野
団
体
史 

学
校
教
育
関
係
で
は
、
県
立
福
井
商
業
高
等
学
校
が
創
立
百
年
を
記
念
し
『
福
商
百
年

史
―
目
で
見
る
福
商
の
百
年
』、敦
賀
気
比
高
等
学
校
が『
敦
賀
気
比
高
等
学
校
ニ
十
年
史
』

を
発
行
。
他
に
『
福
井
医
科
大
学
二
十
周
年
記
念
誌
』（
福
井
医
科
大
学
開
学
二
〇
周
年
記

念
誌
編
集
委
員
会
編
）、『
福
井
大
学
医
学
部
看
護
学
科
開
設
十
周
年
記
念
誌
』（
福
井
大
学

医
学
部
看
護
学
科
開
設
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
）、福
井
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
が

閉
校
に
あ
た
り
記
念
誌
『
福
井
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
八
二
年
の
歩
み
』
を
発
行
し
た
。

福
井
県
高
野
連
は
結
成
六
十
年
を
記
念
し
、『
福
井
県
高
校
野
球
六
十
年
史
』
を
五
十
年
史

に
引
き
続
き
発
行
。
越
前
市
の
武
生
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
は
明
治
期
か
ら
の
年
代
別
に
写

真
と
ス
コ
ア
を
掲
載
し
た
『
武
生
高
校
野
球
部
百
年
史
』
を
発
行
。
他
に
は
、
丹
南
地
区

の
建
築
物
を
紹
介
し
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
っ
た
『
南
越
の
匠
―
福
井
県
建
築
士
会

南
越
支
部
設
立
五
十
五
周
年
記
念
誌
』（
福
井
県
建
築
士
会
南
越
支
部
編
）、『
絹
50
―
福

井
県
絹
織
物
工
業
共
同
組
合
五
十
周
年
記
念
誌
―
』（
福
井
県
絹
織
物
工
業
協
同
組
合
編
）、

『
福
井
県
体
操
協
会
六
十
年
史
』（
福
井
県
体
操
協
会
六
十
年
史
記
念
誌
編
纂
委
員
会
編
）、

敦
賀
商
工
会
議
所
が
創
立
百
周
年
を
記
念
し
て
『
敦
賀
商
工
会
議
所
百
年
史
』『
敦
賀
商
工

名
鑑
２
０
０
７
』、『
支
愛
―
民
生
委
員
制
度
創
設
九
十
周
年
記
念
―
』（
鯖
江
市
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
編
）、『
自
助
協
力
―
福
井
市
九
頭
竜
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
―
』（
福
井
市
九
頭
竜
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
編
）、『
光
道

園
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』（
光
道
園
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
）、『
半
世
紀
の
あ

か
し
ー
五
十
周
年
記
念
誌
―
』（
小
浜
市
郷
土
研
究
会
編
）、『
市
子
蓮
三
十
年
史
』（
小
浜

市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
）
な
ど
が
発
行
さ
れ
た
。 

四
、 

民
俗
・
文
化
財
・
そ
の
他 

 

民
俗
関
係
で
は
、
小
浜
市
か
ら
三
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
福
井
県
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
若
狭
地
方
最
大
の
秋
祭
り
の
記
録
集
『
放
生
祭
』（
ま
ち
＝
小
浜
・
い

き
ま
ち
再
生
委
員
会
編
）
と
、
一
年
間
地
中
に
埋
め
た
木
の
実
の
発
芽
状
況
か
ら
そ
の
都

市
の
農
作
物
の
豊
凶
を
占
う
神
事
「
オ
イ
ケ
モ
ノ
」
の
様
子
を
ま
と
め
た
冊
子
『
加
茂
神

社 

上
の
宮
お
い
け
も
の
神
事
録
』（
加
茂
神
社
上
の
宮
お
い
け
も
の
神
事
保
存
会
編
）
が

発
行
さ
れ
た
。
勝
山
市
で
は
北
谷
町
谷
の
方
言
百
二
十
語
を
収
録
し
ま
と
め
た
冊
子
『
谷

の
方
言
』
が
発
行
さ
れ
、
若
狭
町
海
士
坂
で
は
読
み
が
難
し
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
地
元
集

落
名
や
小
字
名
の
由
来
を
調
べ
た
冊
子
『
海
士
坂
―
集
落
名
・
耕
地
名
の
由
来
と
く
ら
し

を
探
る
』（
内
藤
増
之
著
）
を
発
行
し
た
。 

 
文
化
財
関
係
で
は
、
越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
は
市
内
の
主
要
文
化
財
を
紹
介
す
る

資
料
集
『
い
ま
だ
て
の
華 

た
け
ふ
の
粋
』
を
発
行
。
旧
大
飯
町
と
旧
名
田
庄
村
が
合
併

し
て
で
き
た
お
お
い
町
は
国
、
県
、
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
文
化
財
を
鮮
明
な

カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
し
、
時
代
背
景
な
ど
詳
細
な
解
説
を
添
え
た
図
録
『
お
お
い
の
文
化



財
』
を
発
行
。
越
前
町
織
田
の
剣
神
社
は
国
宝
の
「
梵
鐘
」
な
ど
や
同
神
社
所
蔵
の
文
化

財
を
一
堂
に
ま
と
め
た
冊
子
『
越
前
織
田 

剣
神
社
の
文
化
財
』
を
発
行
。 

 

人
物
誌
で
は
、
鯖
江
市
に
あ
る
真
宗
山
元
派
本
山
證
誠
寺
が
二
十
世
法
主
で
同
寺
中
興

の
祖
と
さ
れ
る
善
超
上
人
を
主
に
紹
介
す
る
寺
史
『
證
誠
寺
史
』、
越
前
市
武
生
公
会
堂
記

念
館
が
開
催
し
た
越
前
市
ゆ
か
り
で
天
台
真
盛
宗
開
祖
・
真
盛
上
人
の
足
跡
を
た
ど
る
特

別
展
の
図
録
『
乱
世
を
生
き
る
ー
真
盛
上
人
展
―
』、
明
治
期
に
活
躍
し
た
政
治
家
で
衆
議

院
議
長
を
務
め
た
杉
田
定
一
と
越
前
有
数
の
豪
農
だ
っ
た
杉
田
家
の
書
簡
や
証
文
な
ど
文

書
約
一
万
二
千
点
を
整
理
し
た
『
杉
田
定
一
文
書
目
録
』（
日
本
経
済
史
研
究
所
編
）、
福

井
地
震
で
倒
壊
し
た
丸
岡
城
再
建
に
心
血
を
注
い
だ
元
丸
岡
町
長
を
し
の
ぶ
冊
子
『
天
守

と
倶
に
ー
友
影
賢
世
翁
―
』
な
ど
が
発
行
さ
れ
た
。
ま
た
越
前
漆
器
に
お
け
る
初
の
日
展

入
選
作
家
、
伝
説
の
沈
金
師
真
保
由
斎
の
回
顧
展
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

地
誌
関
係
で
は
、
十
一
年
ぶ
り
に
全
面
改
訂
さ
れ
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
山
を
含
め
嶺

南
か
ら
嶺
北
ま
で
五
十
四
の
山
を
紹
介
し
た
山
岳
ブ
ッ
ク
『
福
井
県
の
山
』
が
発
行
さ
れ

た
。 

 

自
然
科
学
・
技
術
関
係
で
は
、
約
四
十
年
間
ク
ラ
ゲ
の
生
態
を
研
究
し
て
き
た
研
究
成

果
を
ま
と
め
た『
エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
と
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ
ー
そ
の
招
待
と
対
策
』（
安
田
徹
著
）、

若
狭
の
海
の
豊
か
さ
や
食
文
化
を
解
説
し
て
い
る『
若
狭
の
お
さ
か
な
』（
吉
中
禮
二
編
）、

特
別
天
然
記
念
物
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
は
じ
め
、
鳥
獣
保
護
活
動
を
ま
と
め
た
『
春
を
待
つ
鳥

た
ち
』（
林
武
雄
著
）、『
九
頭
竜
川
鳴
鹿
大
堰
事
業
誌
』（
九
頭
竜
川
鳴
鹿
大
堰
事
業
誌
編

集
委
員
会
編
）
が
発
行
さ
れ
た
。
ま
た
勝
山
市
は
市
内
に
現
存
す
る
歴
史
的
に
貴
重
な
建

物
百
四
十
三
件
を
調
査
し
た
報
告
書
『
勝
山
の
歴
史
的
建
造
物
』
と
、
江
戸
時
代
後
期
に

建
て
ら
れ
た
勝
山
市
の
有
力
農
家
の
住
宅
調
査
報
告
書
『
木
下
家
住
宅
―
福
井
県
指
定
有

形
文
化
財
（
建
造
物
）
―
』
を
発
行
し
た
。 

 

そ
の
他
に
県
立
大
学
の
公
開
講
座
「
言
葉
と
社
会
」
の
修
了
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
歴

史
、
文
化
、
民
俗
、
芸
能
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅
広
い
執
筆
が
続
い
た
文
集
『
若
狭
の
記
録
』

が
第
五
集
も
っ
て
終
刊
し
た
。 

五
、 

歴
史
研
究
施
設
の
動
向 

 

研
究
施
設
の
新
築
や
改
装
な
ど
の
目
立
っ
た
動
き
は
な
く
、
各
館
と
も
に
地
元
ゆ
か
り

の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
企
画
展
を
行
な
っ
た
。
ま
た
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
の
出

土
品
二
千
三
百
四
十
三
点
が
国
指
定
重
要
文
化
財
に
な
っ
た
。 

 

個
人
史
、
逐
次
刊
行
物
な
ど
割
愛
し
た
資
料
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 


